　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆情報の収集

　　地域との連携に関わる情報を収集，整理，共有し，教育活動に生かすことができるようにする。各学年（学年部）の担当と協力，分担して情報を収集する。

1 校内の情報

　・学校支援ボランティアやゲストティーチャーと協働して実施している教育活動

　・地域清掃や奉仕活動など学校と地域が一緒に行っている活動

　・学校支援ボランティアに依頼することで，児童生徒の学びが充実しそうなこと

2 校外の情報

・学区内の人，自然，文化，企業，店等

※異動になった教員と一緒に，学区内を歩きながら情報を収集することも考えられる。

　※長期休業中の校内研修として，教職員で分担して地域情報を収集する機会を設けるなどの工夫をする。
◇情報の発信

　収集した情報を整理し，「地域連携だより」を発行する。発信のねらいを明確にし，学校内の教職員向けのものと，保護者・地域向けのものを発行するようにする。

　・校外の情報を扱う際は，個人情報に留意する。

　・役割を決めて「地域連携だより」を発行する。

　  担当者全員で内容を吟味し，教職員向けのものは，学習活動に生かせるものになるようにしていく。

　

※「地域連携だより」を活用した場面や内容についての感想などを基に，より良いものにしていくよう努める。
	◆校長・教頭へ：地域連携担当教員の役割や校内体制について教職員への説明を依頼する。
◆学年主任へ：学年で行っている地域連携の取組や学校支援ボランティアに依頼することで児童生徒の学びが充実しそうなことなどを，適宜，地域連携担当教員に伝えてもらうようにする。
◆社会教育主事資格を有する教員へ：社会教育の専門性を生かした助言や，市民センター等の情報収集を依頼する。
◇校長・教頭へ：「地域連携だより」の内容について指導・助言を依頼する。
◇校長・教頭へ：保護者や地域の方に，地域連携担当者と「地域連携だより」について理解していただく機会を設けてもらうよう依頼する。


地域情報の収集と「地域連携だより」の発信を通して，積極的に地域連携


に取り組む教員を育てる「地域連携担当教員」


的に地域連携に取り組む教員を育てる「地域連携担当教員」





地域連携担当教員





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等





【発表会等】　・地域連携協議会








